
第 35回「星空の街・あおぞらの街」全国大会 in 大野市の開催について

【宮内庁、環境省及び福井県同時発表】

令和５年１０月８日（日）、９日（月・祝）に、環境省、福井県及び「星空の街・あおぞらの街」

全国協議会の主催で、高円宮妃殿下御臨席の下、「星空の街・あおぞらの街」全国大会を本市で開

催します。

本大会では、大気環境保全への啓発・普及等において優れた活動を行った団体及び個人に対し

て、令和５年度「星空の街・あおぞらの街」全国協議会表彰の授与を行う予定です。

記

１ 開催日 令和５年１０月８日（日）、９日（月・祝）

２ 会 場 大野市文化会館（福井県大野市有明町１１－１０）

３ 主 催 環境省、福井県、「星空の街・あおぞらの街」全国協議会

４ 主 管 大野市

５ 大会テーマ 「青い空 かがやく星 きれいな水 ずっと一緒に」

６ 御臨席 高円宮妃殿下

７ 出席者 滝沢求環境副大臣（調委中）、福井県知事、大野市長、

「星空の街・あおぞらの街」全国協議会会員 ほか

８ 被表彰団体等

別紙１（令和５年度「星空の街・あおぞらの街」全国協議会表彰について）のとおり

９ 大会内容

別紙２（第３５回「星空の街・あおぞらの街」全国大会 in大野市大会チラシ）のとおり

報 道 資 料

【発信日】令和５年９月２２日午後３時

【問合わせ先】

大野市役所（1階 7番窓口）
地域経済部観光交流課 担当者名 加藤、道鎭

電話 0779-64-4817



別添１ 

 

令和５年度「星空の街・あおぞらの街」全国協議会表彰について 

 

※【 】内は推薦自治体名となります。 

 

団体賞  ３団体 

 

 ・環境大臣賞：岩手
い わ て

県立
けんりつ

盛岡
もりおか

第一
だいいち

高等学校
こうとうがっこう

 天
てん

文部
も ん ぶ

 【岩手県
いわてけん

盛岡市
もりおかし

】 

 1928年の天文同好会創設という長い歴史を受け継ぎ、今でも活動を続けており、

地域住民や保護者らを対象に、盛岡一高天文ドームを開放し「星を観る会」を開催

している。 

また、盛岡市街地の屋外照明の影響により校舎での天体観測に障害が生じている

と実感したことを契機に光害調査を開始。データの蓄積を行い、市民向け公開講座

や研究発表会で発表するなど、光害の啓発活動に貢献している。 

 

・協議会会長賞 ：福井
ふ く い

工業
こうぎょう

大学
だいがく

【福井県
ふくいけん

】 

大野市の六呂師高原の星空資源を活かし、環境保全に通じる星空観光の実現のた

め、光害に対応した照明器具の改修工事に係る支援や、光害対策照明計画等の策定、

夜空の明るさ調査、環境教育といった地域と連携した取り組みを行い、大野市南六
みなみろく

呂師
ろ し

エリアの星空保護区認定に貢献した。 

 

・協議会会長賞 ：オヤット天文
てんもん

クラブ【福井県
ふくいけん

】 

1996 年から継続して環境省の星空観察を続けているほか、市民参加型の観望会

「星のまち鑑賞会」を毎月開催し、星座や星の特徴、望遠鏡の使い方などを教えて

いる。また、地元小学校への出前授業を行うなど、長年天文に関する普及・啓発活

動に貢献している。 

 また、なお、同団体は H15 年に「星空の街・あおぞらの街」全国表彰の協議会長

賞を受賞しており、受賞から 20 年を経ても継続した活動を続けている点を評価し

た。 

 

  



別添１ 

 

個人賞  １個人 

 

・環境大臣賞：竹原
たけはら

 秀夫
ひ で お

【福井県
ふくいけん

】 

福井県自然保護センター所長在任時に、北陸で初めて星空案内人(星のソムリエ)

資格認定講座の開始に尽力するなど啓発活動に積極的に取り組んでおり、また、退

任後も自ら「星空案内人」の資格を取得し、地域の星空観望会の案内ガイドとして

地域への啓発活動を続けているほか、大野市南六
みなみろく

呂師
ろ し

エリアの星空保護区認定に

積極的に協力している点を評価した。 

 

・協議会会長賞 ：該当なし 

 

 






